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現
代
中
国
映
画
に
お
け
る
レ
ジ
ェ
ン
ド
へ
の
反
発
と
回
帰

松

村

茂

樹

一

現
代
中
国
映
画
の
レ
ジ
ェ
ン
ド

陳
凱
歌
（
一
九
五
二
―
）
監
督
・
張
芸
謀
（
一
九
五
〇
―
）
撮
影
『
黄
色
い

大
地
』
（
中
文
名
『
黄
土
地
』
一
九
八
四
）
は
、
中
国
映
画
第
五
世
代
監
督
に

よ
る
初
期
の
代
表
作
と
し
て
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
（
伝
説
）
と
も
言
え
る
存
在
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
映
画
が
レ
ジ
ェ
ン
ド
に
な
り
得
た
の
は
、
ア
ナ
ロ
グ
の
可
能
性
を
極
限

ま
で
追
求
し
た
張
芸
謀
の
カ
メ
ラ
・
ワ
ー
ク
と
共
に
、
メ
タ
フ
ァ
ー
（
隠
喩
）

に
よ
る
体
制
へ
の
要
求
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
象

徴
的
な
の
は
、
一
九
三
九
年
初
春
、
陝
北
の
寒
村
に
や
っ
て
来
た
八
路
軍
兵
士

の
顧
青
が
本
拠
地
の
延
安
に
戻
る
際
、
主
人
公
の
少
女
・
翠
巧
が
途
中
で
待
ち

伏
せ
し
、
一
緒
に
連
れ
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
言
う
場
面
で
あ
る
。
顧
青
は
、
翠

巧
や
そ
の
家
族
に
、
共
産
党
員
は
男
女
平
等
で
あ
り
、
婚
姻
は
本
人
た
ち
の
意

思
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
と
説
い
て
い
た
。
ま
た
、
今
、
歌
の
う
ま
い
女
性

が
必
要
で
あ
る
と
も
言
っ
て
い
た
。
自
身
の
売
買
婚
が
迫
っ
て
い
た
翠
巧
は
、

そ
の
状
況
か
ら
逃
れ
る
べ
く
、
共
産
党
に
入
れ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
の
で
あ
る
。

歌
を
歌
え
る
の
で
共
産
党
の
役
に
立
て
る
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

顧
青
は
思
い
が
け
な
い
言
葉
を
発
す
る
。
「
咱
公
家
人
有
公
家
人
的
規
矩
。
得

領
導
人
批
准
嘞
〔
僕
た
ち
役
人
に
は
役
人
の
規
則
が
あ
る
。
上
役
の
許
可
が
い

る
〕
」
と
。
す
る
と
翠
巧
は
「
改
改
規
矩
〔
規
則
を
改
め
て
〕
」
と
言
っ
て
食

い
下
が
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
拙
稿
「
『
黄
色
い
大
地
』
『
初
恋
の
き
た
道
』
と
「
改
革
開
放
」
」

（
一
）

の
中
で
、
こ
れ
は
、
共
産
党
に
「
改
革
開
放
」
を
求
め
る
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る

と
す
る
説
を
提
出
し
た
。
「
改
革
開
放
」
は
一
九
七
八
年
一
二
月
に
始
ま
っ
た

が
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
改
革
の
行
き
過
ぎ
を
牽
制
す

る
「
清
除
精
神
汚
染
運
動
」
が
起
こ
っ
て
、
文
化
大
革
命
（
一
九
六
六
―
一
九

七
六
）
に
よ
る
傷
跡
を
描
い
た
「
傷
痕
文
学
」
も
批
判
の
対
象
に
な
り
、
そ
こ

に
は
映
画
も
含
ま
れ
て
い
た
。
『
黄
色
い
大
地
』
は
、
そ
ん
な
状
況
の
中
、
「
改

革
開
放
」
の
継
続
と
推
進
を
訴
え
た
映
画
で
あ
っ
た
と
思
う
の
だ
。

二

ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
メ
タ
フ
ァ
ー

『
黄
色
い
大
地
』
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に
よ
る
訴
え
は
、
「
紅
」
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
。
上
記
の
場
面
で
、
翠
巧
は
、
「
紅
」
い
衣
装
を
着
て
お
り
、
「
紅
」

い
髪
留
め
を
し
て
い
る
。
「
紅
」
が
結
婚
の
色
で
あ
り
、
共
産
党
の
色
で
あ
れ

ば
、
顧
青
と
結
婚
し
、
共
産
党
に
入
る
と
い
う
覚
悟
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
な
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ろ
う
。
だ
が
、
顧
青
に
役
人
的
に
拒
絶
さ
れ
、
売
買
婚
に
従
う
が
、
婚
家
を
飛

び
出
し
、
小
船
を
漕
い
で
別
の
共
産
党
の
部
隊
に
行
こ
う
と
す
る
。
そ
の
際
、

顧
青
に
教
え
て
も
ら
っ
た
共
産
党
の
歌
を
歌
う
が
、「
救
万
民
靠
咱
共
産
党
〔
万

民
救
う
の
は
わ
れ
ら
が
共
産
党
〕
」
の
「
共
産
…
」
で
声
は
途
切
れ
る
。
小
船

が
黄
河
に
飲
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
「
万
民
救
う
」
は
ず
の
共
産
党
は
、
一

人
の
少
女
さ
え
救
え
な
い
の
だ
。

そ
し
て
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
、
顧
青
は
今
一
度
こ
の
村
に
戻
っ
て
く
る
が
、

翠
巧
た
ち
の
家
に
は
誰
も
い
な
い
。
村
人
総
出
で
雨
乞
い
の
儀
式
を
し
に
行
っ

て
い
る
の
だ
。
そ
こ
に
は
、
翠
巧
の
弟
・
憨
憨
も
い
た
。
憨
憨
も
、
顧
青
に
「
救

万
民
靠
咱
共
産
党
」
の
歌
を
教
わ
っ
て
い
た
。
憨
憨
は
顧
青
に
気
づ
く
と
、
手

を
振
り
な
が
ら
駆
け
寄
ろ
う
と
す
る
が
、
興
奮
し
て
走
り
出
し
た
雨
乞
い
の
群

衆
の
流
れ
に
阻
ま
れ
、
顧
青
に
近
づ
け
な
い
。
憨
憨
は
、
こ
の
場
面
で
「
紅
」

い
腹
掛
け
を
し
て
登
場
す
る
。
こ
れ
は
翠
巧
が
与
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
憨
憨

が
「
紅
」
つ
ま
り
共
産
党
に
信
服
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
メ
タ
フ
ァ
ー
な
の
で

あ
ろ
う
。
そ
ん
な
憨
憨
が
、
顧
青
を
見
つ
け
、
近
づ
こ
う
と
す
る
が
近
づ
け
な

い
。
つ
ま
り
、
共
産
党
は
、
憨
憨
も
救
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
メ
ロ
デ
ィ

ー
を
変
え
た
「
救
万
民
靠
咱
共
産
党
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
流
れ
、
映
画
は
終
る
。

三

原
作
に
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
要
求

こ
の
よ
う
な
メ
タ
フ
ァ
ー
に
よ
る
訴
え
は
、
原
作
に
は
見
ら
れ
な
い
。
『
黄

色
い
大
地
』
の
原
作
は
、
柯
藍
（
一
九
二
〇
―
二
〇
〇
六
）
の
散
文
「
深
谷
回

声
―
回
憶
採
録
《
蘭
花
花
》
民
歌
時
一
個
挿
曲
」
で
あ
る
。
こ
の
文
は
、
執
筆

（
二
）

時
か
ら
約
三
八
年
前
の
一
九
四
二
年
、
当
時
二
二
歳
だ
っ
た
「
私
」
が
、
延
安

か
ら
六
、
七
十
里
離
れ
た
陝
北
宜
川
県
に
民
謡
《
蘭
花
花
》
を
採
録
し
に
行
っ

た
際
、
一
九
歳
（
最
初
は
一
七
、
八
歳
に
見
え
た
）
の
絶
世
の
美
少
女
と
出
会

う
。
少
女
は
、
自
分
を
「
妹
」
に
し
て
部
隊
に
連
れ
て
行
き
、
「
女
兵
」
「
公

家
人
」
に
し
て
欲
し
い
と
言
う
。
「
私
」
は
、
こ
の
美
し
く
聡
明
な
娘
な
ら
、

歌
舞
団
の
俳
優
に
な
れ
よ
う
し
、
女
性
幹
部
に
も
な
れ
る
と
思
っ
た
が
、
す
ぐ

に
は
答
え
ず
、
《
蘭
花
花
》
採
録
の
任
務
を
終
え
た
ら
ま
た
話
そ
う
と
言
い
、

四
日
後
に
任
務
を
終
え
て
戻
っ
て
来
る
と
、
一
六
歳
の
翠
巧
と
い
う
名
の
少
女

は
、
売
買
婚
を
迫
ら
れ
、
《
蘭
花
花
》
の
少
女
と
同
じ
く
鴉
片
を
飲
ん
で
自
殺

を
し
て
い
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
（
本
当
の
年
齢
も
名
前
も
死
後
に
わ
か
る
）
。

少
女
が
革
命
本
拠
地
の
延
安
に
連
れ
て
行
っ
て
欲
し
い
と
言
う
点
や
、
共
産

党
員
の
男
性
が
戻
っ
て
来
た
時
に
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
点
は
同

じ
で
あ
る
が
、
少
女
は
「
改
改
規
矩
」
と
は
言
わ
な
い
し
、
「
紅
」
い
腹
掛
け

を
し
た
憨
憨
も
登
場
し
な
い
。
そ
し
て
「
救
万
民
靠
咱
共
産
党
」
の
歌
も
出
て

来
な
い
。
そ
れ
も
当
然
で
、
「
救
万
民
靠
咱
共
産
党
」
は
、
陳
凱
歌
の
作
詞
に

な
る
創
作
歌
な
の
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
、
『
中
国
曲
譜
網
』
に
楽
譜
が
載
っ
て
お
り
、
「
陳
凱
歌
詞

趙
季

平
曲

救
万
民
靠
共
産
党

電
影
《
黄
土
地
》
挿
曲
」
と
あ
る
。
正
確
な
題
名
は

（
三
）

「
救
万
民
靠
共
産
党
〔
万
民
救
う
の
は
共
産
党
〕
」
で
あ
る
ら
し
い
。
作
曲
の

趙
季
平
（
一
九
四
五
―
）
は
、
『
黄
色
い
大
地
』
の
音
楽
担
当
（
こ
れ
が
映
画

音
楽
デ
ビ
ュ
ー
作
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
歌
は
こ
の
映
画
の
た
め
に
創
作
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
陳
凱
歌
は
、
原
作
に
は
な
い
共
産
党
に
物
申
す
要
素
を
こ
の
映
画

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
盛
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
好
並
晶
「
「
中
国
現
代
の
小

説
と
映
画

:

多
重
性
を
読
み
解
く
」
講
義
記
録
」
は
、
こ
れ
を
「
主
題
の
変

（
四
）

更
。
原
作
に
提
示
さ
れ
た
主
題
、
「
包
辦
婚
」
か
ら
娘
を
救
い
出
せ
な
か
っ
た

共
産
党
員
の
悔
恨
・
恐
怖
を
「
娘
一
人
の
み
な
ら
ず
、
八
路
軍
兵
士
の
“
顧
青
”
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＝
共
産
党
は
、
果
た
し
て
誰
を
救
い
得
た
の
か
？
」
と
い
う
政
治
的
命
題
に
ま

で
に
拡
大
さ
せ
た
」
と
い
う
（
厳
密
に
言
う
と
脚
本
担
当
の
張
子
良
の
改
編
を

さ
ら
に
改
編
し
た
と
の
指
摘
も
注
の
中
に
あ
る
）
。
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、

筆
者
は
、
こ
れ
を
具
体
的
に
言
う
な
ら
、
「
改
革
開
放
」
の
継
続
と
推
進
の
要

求
と
思
う
の
だ
。

も
と
も
と
映
像
的
に
も
優
れ
た
映
画
で
あ
る
『
黄
色
い
大
地
』
は
、
こ
の
よ

う
な
メ
タ
フ
ァ
ー
に
よ
る
画
期
的
要
素
に
よ
り
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

四

レ
ジ
ェ
ン
ド
へ
の
次
世
代
の
反
発

そ
の
後
、
第
五
世
代
の
次
世
代
で
あ
る
第
六
世
代
監
督
が
登
場
し
、
第
五
世

代
に
反
発
す
る
よ
う
に
な
る
。
拙
稿
「
第
六
世
代
の
主
題
を
読
む
」
、
拙
稿
「
第

（
五
）

五
世
代
の
終
焉
と
第
六
世
代
の
解
除
―
中
国
映
画
の
転
換
点
―
」
で
も
触
れ
た

（
六
）

が
、
一
九
八
九
年
、
張
元
、
胡
雪
楊
、
王
小
帥
、
婁
燁
ら
、
北
京
電
影
学
院
八

五
級
（
一
九
八
五
年
度
入
学
生
）
全
員
が
、「
中
国
電
影
的
後
黄
土
地
現
象
〔
中

国
映
画
の
ポ
ス
ト
『
黄
色
い
大
地
』
現
象
〕
」
を
打
ち
出
し
、
一
九
九
九
年
一

一
月
二
七
日
、
北
京
西
山
で
の
「
青
年
電
影
作
品
研
討
会
」
で
、
自
ら
を
「
新

生
代
」
、
俗
称
「
第
六
世
代
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
第
六
世
代
は
、
第
五
世
代
映
画
の
「
地
方
」
の
「
集
団
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
）
」
を
「
寓
言
（
メ
タ
フ
ァ
ー
）
」
で
描
く
「
あ
り
そ
う
で
な
い
」
内
容

に
反
発
し
、
「
都
市
」
の
「
個
」
を
「
現
実
」
と
し
て
写
し
取
る
手
法
を
取
っ

た
。
た
だ
、
日
常
の
「
現
実
」
だ
け
で
は
映
画
に
な
ら
な
い
の
で
、
あ
え
て
予

定
調
和
を
崩
し
、
そ
れ
で
も
あ
り
得
る
「
都
市
」
特
有
の
「
現
実
」
を
切
り
取

る
よ
う
に
し
、
「
な
さ
そ
う
で
あ
る
」
要
素
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。

四

脈
略
な
き
『
黄
色
い
大
地
』
的
場
面

こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
第
六
世
代
監
督
の
一
人
で
あ
る
張
楊
（
一
九
六
五

―
）
の
『
こ
こ
ろ
の
湯
』（
中
文
名
『
洗
澡
』
一
九
九
九
）
を
取
り
上
げ
た
い
。

拙
稿
「
張
楊
映
画
が
描
く
も
の
―
「
世
代
」
と
「
父
子
」
」
で
も
論
じ
た
が
、

（
七
）

張
楊
も
第
六
世
代
監
督
と
し
て
、
デ
ビ
ュ
ー
作
『
ス
パ
イ
シ
ー
・
ラ
ブ
ス
ー
プ
』

（
中
文
名
『
愛
情
麻
辣
燙
』
一
九
九
八
）
で
は
、
第
五
世
代
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

と
し
て
「
都
市
」
の
「
個
」
を
「
現
実
」
と
し
て
描
い
た
。
た
だ
、
映
画
監
督

と
し
て
の
一
世
代
上
で
あ
る
第
五
世
代
を
意
識
す
る
う
ち
、
「
個
」
と
し
て
の

一
世
代
上
で
あ
る
「
父
」
へ
の
思
い
が
湧
き
あ
が
り
、
第
二
作
目
の
『
こ
こ
ろ

の
湯
』
で
は
、
父
と
第
五
世
代
が
重
ね
合
わ
せ
て
描
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
こ
こ
ろ
の
湯
』
に
登
場
す
る
父
は
、
北
京
の
胡
同
で
銭
湯
を
営
ん
で
お
り
、

近
所
の
人
に
も
慕
わ
れ
て
い
る
。
あ
る
日
、
妻
と
別
れ
る
と
い
う
近
所
の
男
と

一
緒
に
風
呂
に
入
り
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
、「
陝
北
」
の
話
を
始
め
る
。

そ
し
て
場
面
は
『
黄
色
い
大
地
』
の
世
界
と
な
り
、
「
紅
」
い
服
を
着
た
少
女

と
弟
が
登
場
す
る
。
少
女
は
嫁
ご
う
と
し
て
お
り
、
風
習
に
従
っ
て
、
風
呂
に

入
り
、
身
を
清
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
井
戸
が
干
か
ら
び
、
水
が
な
い
。
少

女
の
親
は
、
大
切
な
穀
物
を
水
に
換
え
、
風
呂
に
入
れ
て
や
る
。
こ
う
し
て
嫁

い
で
き
た
花
嫁
こ
そ
が
息
子
の
母
親
だ
と
父
は
い
う
。
つ
ま
り
、
自
分
の
亡
き

妻
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

婚
礼
の
場
面
で
は
、
『
黄
色
い
大
地
』
と
同
じ
よ
う
な
人
々
、
音
楽
、
楽
器

が
登
場
し
、
花
嫁
は
「
紅
」
い
婚
礼
衣
装
を
着
て
嫁
い
で
行
く
が
、
こ
の
婚
礼

の
行
列
が
そ
の
ま
ま
北
京
の
銭
湯
に
向
か
っ
た
と
は
到
底
思
え
な
い
。
ま
た
、

こ
の
地
方
に
嫁
入
り
前
に
風
呂
に
入
る
と
い
う
風
習
が
あ
っ
た
と
も
思
え
な
い

現代中国映画におけるレジェンドへの反発と回帰
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し
、
ま
し
て
や
大
切
な
穀
物
を
風
呂
の
た
め
の
水
に
換
え
た
と
も
思
え
な
い
。

そ
し
て
、
妻
と
別
れ
た
い
と
い
う
男
に
こ
の
話
を
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
で
何
の
効

果
が
あ
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
脈
絡
が
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
脈
絡
な
き
場
面
を
あ
え
て
入
れ
、
第
五
世
代
の
「
あ
り
そ
う
で

な
い
」
映
画
を
象
徴
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
は
単
な
る
当
て

こ
す
り
で
は
な
く
、
「
父
」
へ
の
反
発
に
潜
む
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
同
じ
よ
う
な
も

の
な
の
だ
ろ
う
。

五

レ
ジ
ェ
ン
ド
へ
の
原
点
回
帰

レ
ジ
ェ
ン
ド
を
意
識
し
た
の
は
次
世
代
ば
か
り
で
は
な
く
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
を

作
っ
た
第
五
世
代
も
意
識
し
て
い
る
。
前
出
の
張
芸
謀
は
、
『
黄
色
い
大
地
』

の
撮
影
担
当
と
し
て
注
目
さ
れ
、
『
紅
い
コ
ー
リ
ャ
ン
』
（
中
文
名
『
紅
高
粱
』

一
九
八
七
）
で
監
督
デ
ビ
ュ
ー
し
、
「
紅
」
を
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
た
パ
ッ
シ
ョ

ン
溢
れ
る
映
画
を
次
々
と
世
に
送
り
出
し
た
。

張
芸
謀
も
他
の
第
五
世
代
監
督
同
様
、
文
革
で
下
放
を
経
験
し
て
お
り
、
そ

の
傷
が
映
画
制
作
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
直
接
的
に
表
現

す
る
の
は
許
さ
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
寓
言
つ
ま
り
メ
タ
フ
ァ
ー
の
手
法
を
取
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
中
、
か
つ
て
『
黄
色
い
大
地
』
で
協
働
し
た
陳
凱
歌
が
『
さ
ら
ば
わ

が
愛

覇
王
別
姫
』
（
中
文
名
『
覇
王
別
姫
』
一
九
九
三
）
を
撮
り
、
文
革
を

直
接
的
に
描
い
て
し
ま
っ
た
。
か
く
し
て
、
張
芸
謀
も
『
活
き
る
』
（
中
文
名

『
活
着
』
一
九
九
四
）
を
撮
り
、
念
願
の
文
革
直
接
表
現
を
成
し
た
の
で
あ
る
。

念
願
を
果
た
し
て
し
ま
う
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
パ
ッ
シ
ョ
ン
が
失
わ
れ
、

迷
走
す
る
。
張
芸
謀
は
こ
れ
に
危
機
感
を
持
ち
、
原
点
回
帰
の
映
画
を
撮
る
。

そ
れ
が
『
初
恋
の
き
た
道
』
（
中
文
名
『
我
的
父
親
母
親
』
二
〇
〇
〇
）
で
あ

る
。
こ
の
映
画
は
、
村
に
イ
ン
テ
リ
の
男
性
が
や
っ
て
来
て
、
村
の
娘
が
恋
心

を
抱
く
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
『
黄
色
い
大
地
』
と
同
じ
で
、
主
人
公
の
娣
は
翠

巧
と
同
じ
よ
う
な
「
紅
」
い
服
を
着
て
お
り
、
同
じ
よ
う
に
天
秤
棒
を
担
ぐ
場

面
が
多
く
あ
る
。
娣
が
住
ん
で
い
る
家
も
翠
巧
の
家
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
、

入
口
は
観
音
開
き
の
戸
に
な
っ
て
い
る
。

六

「
改
革
開
放
」
の
定
着
と
支
持

た
だ
、
前
出
の
拙
稿
「
『
黄
色
い
大
地
』
『
初
恋
の
き
た
道
』
と
「
改
革
開

放
」
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
黄
色
い
大
地
』
が
共
産
党
に
「
改
革
」
を
迫
る

映
画
と
す
る
と
、
『
初
恋
の
き
た
道
』
は
、
す
で
に
定
着
し
て
い
た
「
改
革
開

放
」
を
支
持
す
る
映
画
で
あ
ろ
う
。

『
黄
色
い
大
地
』
に
は
、
顧
青
か
ら
共
産
党
の
す
ば
ら
し
さ
を
教
わ
り
、
明

る
い
表
情
で
家
に
戻
り
、
観
音
開
き
の
戸
を
バ
タ
ン
と
開
け
る
と
、
中
に
は
売

買
婚
の
仲
人
が
い
る
と
い
う
暗
転
の
場
面
が
あ
る
が
、
『
初
恋
の
き
た
道
』
で

も
、
村
に
や
っ
て
来
た
若
い
先
生
を
は
じ
め
て
見
て
、
明
る
い
表
情
で
家
に
戻

り
、
戸
を
バ
タ
ン
と
開
け
る
場
面
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
先
生
と
の
明
る

い
未
来
の
入
口
と
な
っ
て
い
る
。

娣
は
最
初
、
「
紅
」
い
服
に
「
紅
」
い
マ
フ
ラ
ー
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
や

っ
て
来
た
先
生
を
見
た
後
、
家
に
戻
り
、
「
紅
」
い
服
か
ら
ピ
ン
ク
色
の
服
に

着
替
え
る
。
カ
メ
ラ
は
、
娣
が
「
紅
」
い
服
を
箱
に
し
ま
う
と
こ
ろ
を
丁
寧
に

撮
っ
て
い
る
。
こ
の
「
紅
」
か
ら
ピ
ン
ク
色
へ
の
着
替
え
（
こ
れ
は
す
で
に
『
紅

い
コ
ー
リ
ャ
ン
』
で
も
主
人
公
の
九
児
が
行
な
っ
て
い
る
）
は
、
共
産
主
義
か

ら
、
消
費
社
会
つ
ま
り
市
場
経
済
へ
の
転
換
の
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
ろ
う
。
撮
影
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出
身
の
張
芸
謀
は
、
こ
の
部
分
を
丁
寧
に
撮
り
、
こ
れ
が
メ
タ
フ
ァ
ー
で
あ
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
娣
は
、
ピ
ン
ク
色
の
服
に

「
紅
」
い
マ
フ
ラ
ー
に
な
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
社
会
主
義
市
場
経
済
に
よ
る
「
改

革
開
放
」
の
メ
タ
フ
ァ
ー
な
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
『
初
恋
の
き
た
道
』
に
は
、
『
黄
色
い
大
地
』
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
「
待
ち
伏
せ
」
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。「
紅
」
い
服
を
着
た
翠
巧
は
、

顧
青
に
拒
絶
さ
れ
る
が
、
ピ
ン
ク
色
の
服
に
「
紅
」
い
マ
フ
ラ
ー
を
し
た
娣
は
、

先
生
か
ら
会
釈
さ
れ
、
カ
ゴ
を
置
き
忘
れ
て
い
る
と
声
を
か
け
ら
れ
、
交
際
の

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
場
面
は
、
『
黄
色
い
大
地
』
へ
の
原
点
回
帰
を
し
つ
つ
、
『
黄
色

い
大
地
』
が
レ
ジ
ェ
ン
ド
に
な
り
得
た
「
改
革
開
放
」
の
定
着
を
示
し
、
そ
れ

を
支
持
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

七

中
国
映
画
研
究
は
お
も
し
ろ
い

以
上
、
見
て
来
た
よ
う
に
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
な
っ
た
『
黄
色
い
大
地
』
は
、

次
世
代
に
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
秘
め
た
反
発
を
さ
れ
、
撮
影
し
た
本
人
の
原
点
回
帰

に
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
が
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
を
さ
ら
に
レ
ジ
ェ
ン
ド

た
ら
し
め
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

筆
者
は
、
も
う
一
つ
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
言
う
べ
き
王
家
衛
監
督
『
恋
す
る
惑

星
』
（
中
文
名
『
重
慶
森
林
』
一
九
九
四
）
に
も
同
様
の
事
例
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
次
は
こ
れ
を
論
じ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
そ
れ
へ
の
反
応
を
考
察
す
る
だ
け
で
も
中
国

映
画
研
究
は
と
て
も
お
も
し
ろ
い
。
よ
り
多
く
の
方
が
こ
の
分
野
に
加
わ
り
、

共
に
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
も
っ
と
お
も
し
ろ
い
で
あ
ろ
う
。
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